
















































をめぐって議論されてきた.Cartledge (1953), King (1973), Bolitho (1976）などは，翻訳
は非常に難しい技能であり，外国語の構造の習得を前提としているという理由で，初級レベルに










































母語使用に関する調査研究には， Kharmaand H可j司（1989), Duff and Polio ( 1990), Po-














Duff and Polio (1990）は，大学の外国語授業における母語話者教師の外国語使用量を探るた









(1) 教室運営の語葉（Classroom administrative vocabulary) : 教室運営上の重要な情報提供
(2) 文法指導（Grammar instruction) : 外国語の文法の説明
(3) 教室管理（Classroom management): 学習者への指示など
(4) 感情移入／連帯形成（Empathy/ solidarity): 賞賛や勇気づけ，冗談，ユーモアなど
(5) 未知語葉／翻訳（Unknownvocabulary/ translation) 
(6) 英語の練習（PracticingEnglish): 学習者の話した英語が分からない時の聞き返し
(7) 理解の不足（Lackof comprehension): 学習者が外国語を理解できず反応がない時に
おける，教師の復唱及ぴその答えの提供




察を通して，教師の英語・母語の発話を， Polioand Duff ( 1994）の 8つのカテゴリ｝を基に，
以下の 7つのカテゴリーに修正した．
(1) 文法指導（Grammar instruction) : 言語学の知識の説明（例：文法の説明など）
(2) 教室管理（Classroom management) : 学習者への指示
(3) 連帯形成（Solidarity同building): 賞賛や勇気づけ，冗談，ユーモアなど
(4) 翻訳（Translation): 難しい外聞語（語，文）から相当する母語への翻訳
(5) 内容伝達（Content conveyance): 復唱や例示，語棄の定義・説明，文化の説明など
(6) 内容外の復唱（Other repetitions): 学習者の発話の復唱


















面とマイナス面）についてであった. ( 1）の教授行動は， Tsai(1996）の 7つの母語使用カテゴ






1) 出席をとること 2) 授業の初めのウォーミング・アップ
3) 授業の手順の説明 4) 基本的な指示
リラックスした雰囲気作り 6) 単語の定義・説明
7) 発音の指導 8) 文法の説明
9) 理解度の確認のための質問 10) 学習者の質問への回答
11) 練習の前のウォーミング・アップ 12) 日本文化の説明
13) 文型練習の語句の提示 14) 言語構造の日中対照比較
15) 練習の説明や指示 16) 学習者の誤りの訂正や説明
17) 賞賛や勇気づけ 18) 学習内容以外に関する質問


























教 B市 T1 T2 T3 T4 TS T6 T7 
大 ナ且A u u u u V V X 
母 語 台 ヰt ヰt d口s、 台 北 北，台
最終学歴 修士 修士 修士 修士 修士 修士 博士
日本留学歴 有 有 有 無 生正 有 有
日本滞在年数（年） 4 3.3 2 0.1 12 3 6.3 
日本語教授年数（年） 12 18 15 14.3 17.2 4.5 9.2 
会話教授年数（年） 10 8 6 4.2 6 2.5 0.2 
注） 1. 教師は， T1～T10で表す．




(1) 調査期間 1999年9下旬ー 10月下旬
23 
TS T9 T10 




3 5.2 11.5 
10 10 7.3 
0.1 5.2 4.5 
(2) 調査対象 台湾で日本語学科が設置されている 5つの大学において，台湾人教師が担当





















教 師 T1 T2 T3 T4 TS T6 T7 
大 学 u u u u V V X 
人 数 24名 23名 25名 24名 18名 19名 24名
観察時間 2時間 2時間 2時間 2時間 2時間 2時間 2時間
liNHK 『軽襲撃 「文化初 「通用日
教 材 標準日本 フ。リント 日文中級 同左 同左 級日本 本語・
語講鹿1』 編』 語 I』 下』
中国語訳 有 有 有 有 有 有
中国語訳 各課（会話 各課（単 教科書の 各課（単




句の用法， 教科書の 日本語文 会話文，
単語） 後半部分 の全訳） 文法）
（会話文）
観察内容 第2課 第1諜 第2課 第1課 第19課 第14課
注） 1. 教師は， Tl～T10で表す．




T8 T9 T10 





は II-I』 語 1』
盤 無 一
第22課 第1課 一
③ 日本で編集され，台湾で出版されたもの→『NHK標準日本語講座 Lo,r文化初級日本語 ILo,r通用日




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































教授行動 母語多使用授業数1 実行授業数2 母語多使用授業比率3
1) 言語構造の日中対照比較 3 3 
2) 教師の説明や指示の翻訳 13 14 
3) リラックスした雰囲気作り 12 13 
4) 日本文化の説明 6 7 
5) 文法の説明 14 18 
6) 理解度の確認のための質問 10 13 
7) 学習内容以外に関する発話 13 19 
8) 出席をとること 2 3 
9) 教師自身に関する発話 6 9 
10) 表現の用法の説明 9 14 
11) 教室運営の情報提供 7 11 
12) 単語の定義・説明 12 19 
13) 発音の指導 3 5 
14) 学習内容以外に関する質問 7 12 
15) 授業の手順の説明 9 17 
16) 学習者の質問への回答 4 8 
17) 練習の説明や指示 10 20 
18) 賞賛や勇気づけ 6 13 
19) 学習者の理解不足への対応 6 13 
20) 学習者の誤りの訂正や説明 8 19 
21) 練習の前のウォーミング・アップ 3 9 
22) 文型練習の語句の提示 2 6 
23) 授業の初めのウオ｝ミング・アップ 1 3 
24) 学習内容に関する質問 3 13 
25) 学習者の発話のまとめや活用 4 19 
26) 授業進行に関する確認 4 19 





























































例2) T: かえったらしらべてきてくださいp こんどはね，コピーしょくひん習いいですね，
しらべてきてください目回去査一査型査一査E 什腰叫コピーしょくひん
例3) T: 好，来試試看，但是要介紹ー偶，那個習なにかg ひとつしょうかいして
翻訳行動は「学習内容に関する翻訳J だけではなく，例 2のような「教師の説明や指示の翻
























































例8) T: ちゃいます，というのはp てしまいますE ちゃいます型イコーJv，てしまいますE
ちゃいますというのは日てしまいますp どうしのだいにへんかプラスE ちゃいます
例9) T: 推量助動詞，ようとおもう〈板書〉運個摂つもり彼像F 也苛以周つもり，わたしは
らいねんにほんへりゅうがくするつもりです｛訳：推量助動詞，「ょうとおもう」は



























mas 1976; Harbord 1992，等）．
(7) 「基本的な指示」
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